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この授業では，関数解析学と呼ばれる分野の基礎的部分を解説します．具体的に
は，Banach空間，Hilbert空間，(完全)正規直交系，有界線形作用素，一様有界性
原理，開写像定理，閉グラフ定理，共役空間，Hahn-Banachの定理，弱収束，汎弱
収束，compact作用素，Hilbert-Schmidt作用素，有界線型作用素の共役，Schauder
の定理，Fredholm 作用素，有界線型作用素のスペクトル，Riesz-Schauderの定理な
どです．
この授業の内容は，解析学全般，さらには多くの数学，数理科学の分野における

基礎となるものです．抽象的には，ほとんど予備知識はいりませんが，Lebesgue 積
分と Fourier 変換の知識は例を理解するためにとても重要です．
海外出張のための休講が入る予定ですが，これらについては補講を行います．

成績は筆記試験によってつけます．

これまでに教えたこの授業 (および他の授業)の記録，その試験問題などは，私の
webpage
http://www.ms.u-tokyo.ac.jp/~yasuyuki/

の「授業関係のファイル」にあります．
特に教科書はありませんが，いくつか有名な本を参考書としてあげます．（別に本

を買わなくてはならないということはありませんが，何か１冊買いたいというので
あれば，[2]をすすめます．）
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